
第３回目の講義は、「美」ー建築意匠について講義します。
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前回の講義で、ウィトルウィウスが建築の三つの立脚点として、「美」「用」「強」の三つ
をあげているという話をしましたが、今回は、その中の「美」についての話をします。

美というのは、造形理論で、芸術に属する分野です。建築では、これを建築意匠分野と
も呼びます。
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まず、「建築」という言葉が生まれたギリシャ時代では、「美」はどのように捉えられてい
たのでしょうか？

スライドにある写真は、ギリシャ建築の代表作であるパルテノン神殿を示していますが、
パルテノン神殿の形は、アナロギアという比例の原理で作られていると言われていま
す。
すなわち、ここに書いてあるような様々な寸法に、4:9の比例が成り立っているのです。

ですから、ギリシャ人は、比例などの秩序（ノモス）のあるものが美しいと考えたわけで
すね。秩序のないものは混沌と言いますが、混沌は醜いものだと。

例えば、音楽においても、和音というものがあって、玄の長さに、ある比例関係がある
と美しい音が生まれる。だから、建築にも、そういう比例を保つことによって、美しい均
斉（シンメトリア）や調和（ハルモニア）が生みだされると考えたのです。

また、ギリシャ建築では、人間の錯覚にも対応して、建築に厳格な秩序を持たせようと
したのですね。

このようなギリシャ建築の比例の考え方は、現代の建築にも取り上げられていて、日
本建築が畳の寸法を基準に作られていることは、よく知られていますね。
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現代では、「美」は芸術の分野だと認識されていますが、古代ギリシャ時代では、「芸
術」という概念はまだありませんでした。
すなわち、以前の講義でも言ったように、techne（術）という言葉には、「技術」と「芸術」
の両方の意味が含まれていたのです。

森田先生の本によると、「芸術」と「技術」が分離されたのは、17世紀のヴァサリからで
はないかと言われています。
その後、18世紀末のカント（哲学者）が、「美の自律性」を理論づけて、はじめて「芸術」
という概念が確立されたのです。
（意外と新しいですね。）

そして、「芸術」というのは、「美的価値を創造する技術」ということで、一般的な技術と
は区別されるようになったわけです。
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そして、建築は、工学部の中にありながら「芸術」なのです。

ただし、「芸術」と言えば、絵画や彫刻、音楽など、様々な分野があります。

そういう様々な芸術の中で、建築はどのような芸術と言えるのかということで、まず、
デッソワ―という人は、建築というのは、「空間芸術」であり、「自由芸術」に分類される
と言っています。

そして、森田慶一は、スリオーの分類等も考慮して、建築は、「空間芸術」「形式芸術」
「ヴォリュームを感覚質として成立する芸術」であると言っています。

この中で、形式芸術（自由芸術）というのは、何かの模倣ではないということです。絵画
や彫刻は、現実に存在しているものの模倣であることが多いのですが、建築はそうで
はないということです。

また、空間芸術とは、内部に人が存在する空間があるということですね。

ヴォリュームというのは、量感のことですが、建築というのは、重量や容積を持ったもの
だということです。要するに、その大きさによって見え方が変わるということですね。
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ですから、「建築家」というのは「芸術家」なのです。

すなわち、「建築士」と「建築家」は違うということです。

「建築士」というのは、１級建築士とか、２級建築士とか、そういう資格を持った技術者
を言います。
それが証拠に、建築士の設計製図試験で、「美」は評価の対象にはなっていません。

ですから、「建築家」というのは、ギリシャ時代の定義から言えば、「原理的知識をもち、
職人たちの頭に立ち、諸技術を統べ、制作を企画しうる工匠」なのです。

すなわち、建築家というのは、芸術作品を生み出す「芸術家」の側面を持っているわけ
です。

ところで、芸術家でもない人が芸術家を育てられるでしょうか？ 例えば、ピアノも弾け
ない人が、ピアニストを育てられるかということです。

工学部建築学科では、そのことにいち早く気づき、1986年から建築家の直接教育を
行っています。これは、全国の大学に先駆けた取り組みでした。
ちなみに、私は、広島大学の出身で、1984年に卒業したのですが、私の学生時代には、
広島大学に建築家の先生はいませんでした。その後も、1998年に岡河貢先生が着任
されるまで、広島大学には建築家と呼ばれる先生はいなかったわけです。
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建築学科では、このような建築家が教育する分野を「建築意匠」と言います。

「意匠」という言葉は、あまり聞きなれない言葉ですが、デザインを日本語に翻訳した言
葉です。

ただ、小川晋一先生は、「意匠」には、デザインでは表現できない意味が含まれている
と言われます。

このスライドは、今回の授業の講義資料１の小川先生の文章の抜粋ですが、小川先生
は、建築における意匠は、

「心」を「形」にする行為、またはその結果として作り出された建築物のこと

と言われています。要するに、建築作品には、建築家の「心」、すなわち「魂」が込めら
れているということです。

前回の講義でも、建築家は、「ものごとの真の姿」を洞察する力を身につける必要があ
ると言いましたが、建築家の「心の目」が曇っていては、よい建築物を作ることはできな
いということですね。

7



では、そのような「ものごとの真の姿」というようなものは、どのようにすれば見えてくる
のでしょうか？

そのようなものごとの本質を探究する学問として「形而上学」があるわけです。これは、
プラトンの弟子であるアリストテレスが生みだした哲学分野ですが、ものごとの本質を
理性的な思惟によって認識しようとする学問です。

ですから、小川先生の資料１にも、「ヨーロッパでは、形而上学の考え方に沿って建物
や街並みが作られてきた歴史があります」と書かれています。すなわち、西洋建築の
背景には、このような哲学があるわけです。

たとえば、西洋の宗教建築というのは、神という見えないものを、建築という形で人間
に伝えようとするわけですね。ですから、教会に入るとそこに神の存在を感じる、そうい
う雰囲気を醸し出すわけです。

スライドの写真のストーンヘンジも、古代の人たちが、目に見えない神の存在を、こうい
う石造の建築物で表現したのでしょうね。

ちなみに、仏教では、そういう見えないものを形として表すことを「方便」と呼んでいるわ
けです。ですから、仏像というのも、あれは真実を形に表した「方便」なのですね。
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森田先生も、このような宗教建築の問題を「超越性の問題」として、取り上げられてい
ます。

この中で、「美しい空間」が「聖なる空間」と重なり合うところで超越性が意識されるとあ
りますね。

すなわち、「美」というものは、人間にその背後にある超越的存在を意識させるというこ
とです。

スライドの写真は、丹下健三が設計した東京カテドラルという教会ですが、東京に行く
機会があったらぜひ中を見学させてもらってください。
まさに「超越性」というものが感じられると思います。

ちなみに、仏教も、ものごとの本質を見極める教えですが、仏教の場合は、建築空間
の中には、そういう超越性を表現しません。

それは、仏像であったり、絵像であったり、あるいは「南無阿弥陀仏」という言葉そのも
のだったりするわけです。
その辺は、偶像崇拝を認めないイスラム教と似ているのかも知れません。
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少し難しい話が続きましたが、次に、現代建築のもとになっている近代建築の歴史に
ついて少し触れておきたいと思います。

この辺は、谷川先生の「建築史Ⅰ」で詳しく学ぶことになるので、ここでは、その導入部
分を話します。

まず、近代建築以前の建築は、ここにあるような様式建築と呼ばれていました。
ここで様式建築とは、時代やその地域によって独自の様式を持つ建築のことです。

しかし、現代建築は、そのような様式を持ちませんよね。
特に、日本では、どこに行っても、同じような建物が並んでいます。

ヨーロッパを旅行すると、現代でもまだ各地にこのような様式建築が残されていて本当
にうらやましく思いますが、ではなぜ、世界の建築が現代のような様式を持たない姿に
なったのでしょうか？ その秘密が近代建築の歴史にあるわけです。
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その近代建築というのは、「モダニズム建築」とも呼ばれるのですが、これは、産業革
命によって、鉄、コンクリート、ガラスなどの工業製品が大量に生産されるようになって、
これまでの様式にとらわれなくても、もっと自由に建築物を作れるようになったことがそ
の背景にあります。

要するに、それまでの西洋建築は石造でしたから、構造的な自由度はあまりなかった
ので、主にその装飾によって建築の特徴を表現していたわけです。

それが、鉄筋コンクリートや鉄骨の出現によって、構造的な自由度が増え、多様な形
の表現が可能になったわけです。また、ガラスの出現により、これまでにない空間表現
が可能になり、もはや、建物の装飾で建物の個性を表現する必要性がなくなったので
す。

それで、これまでの装飾的な建築を否定し、機能性、合理性に、より大きな価値をおく
建物を作るようになったわけです。すなわち、シンプルイズビューティフルの価値観が
台頭したのですね。
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そのようなモダニズム建築に非常に大きな影響を及ぼした建築家が４人いるのですが、
それを近代建築の四大巨匠と言います。

それは、ル・コルビュジエ、フランク・ロイド・ライト、ミース・ファン・デル・ローエ、ヴァル
ター・グロピウスの４人です。

ただ、一般には、ヴァルター・グロピウスを除く３人を三大巨匠と呼ぶ場合が多いかも
知れません。

その中で、最も有名なのは、ル・コルビュジエで、最近、ル・コルビュジエの建築物は世
界遺産にも登録されました。
日本にも、ル・コルビュジエの作品として、国立西洋美術館があります。

ル・コルビュジエは、近代建築の五原則を打ち出し、「建築は住む機械である」と言って、
合理主義、機能主義を推し進めた建築家でもあります。
スライドのサヴォア邸は、この五原則を具現化した建物ですね。
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次のフランク・ロイド・ライトは、単なる合理性の追求というよりも、周囲の自然環境に調
和した建築、ライトはそれを有機的建築と言っていますが、大地から湧き出してくる生
命の躍動を、建築物として表現しようとした建築家ですね。

スライドの落水荘は、その代表作ですが、自然に溶け込むような建築ですね。

ただ、このような樹木が枝をのばすような片持ち梁のテラスは、鉄筋コンクリートという
材料なくしては実現できなかったわけです。

また、フランク・ロイド・ライトは、老子などの東洋思想に影響を受け、自然と一体性をな
す日本建築を高く評価しました。

現在は、別の場所（明治村）に移築されていますが、日本の帝国ホテルもフランク・ロイ
ド・ライトの作品です。
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次に、ミース・ファン・デル・ローエですが、まさにシンプルイズビューティフルを実現した
建築家ですね。

ちなみに、小川晋一先生は、ミース・ファン・デル・ローエの信奉者だそうです。

確かに、小川先生の建築作品を見ると、ミース・ファン・デル・ローエの影響を色濃く受
けられてるなと感じますね。
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そして、ヴァルター・グロピウスですが、この人物は、「バウハウス」という有名な教育機
関の創立者です。

この「バウハウス」出身の芸術家が、世界中にこのようなモダニズム建築を広めたわけ
です。

そのおかげ？で、現代、世界のどこに行っても同じようなビルが立ち並ぶようになった
わけですから、その影響力は絶大ですね。
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その他の有名な建築家としては、アントニ・ガウディが挙げられます。

私は、なぜアントニ・ガウディが巨匠と呼ばれないのか不思議でしたが、ガウディの建
築物は、世界中に非常に大きなインパクトを与えましたが、誰も真似ることができなか
たのだと思います。

アントニ・ガウディは、自然の原理をそのまま建築に生かそうとした建築家です。自然
界には、ほぼ直線というものがありません。ですから、ガウディの作品にも、ほとんど直
線というものはないのです。

このような建築は、コンクリートのような新材料を用いたからこそ実現したのですが、ガ
ウディの時代の技術ではあまりにも手間とコストがかかったため、実際に建てられた建
物は数少なかったわけです。

ただ、サグラダファミリアなんかは、ガウディの意思を継ぐ人たちが、2026年の完成を
めざしていまだに作り続けているわけです。

以前、NHKスペシャルで、「サグラダ･ファミリア 天才ガウディの謎に挑む」という番組を
やっていたので、ぜひNHKアーカイブで見てほしいですね。きっと建築のことをもっと好
きになると思いますよ。
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その後、モダニズムの合理性の反動として、ポストモダン建築というものが提唱される
のですが、結局は、現代建築にあまり大きな影響は与えられなかったようです。
その辺は、谷川先生の授業で詳しく聞いてください。
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これらは、ポストモダン建築の例ですが、うーん？という感じですよね。
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最後に、デザインのセンスを身につけるためには、何をすればよいのかということにつ
いて触れておきたいと思います。

要するに、心の目による洞察力を磨くということですね。

ここに書いてあることは、わりと一般に言われていることですが、とにかく本物を見る目
を養うということですね。

お宝鑑定団ではありませんが、本物を見る目は、本物を見続けることによって育つの
だそうです。

これは、建築だけに限らないと思います。絵画でも、彫刻でも、とにかく本物を見て歩く
ことが大事だと思います。
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私は、自動車が好きなので、自動車のデザインにも興味があるのですが、これは、ア
ウディのフロントグリルを設計された和田智という人の言葉です。

これは、建築のデザインにも言えることではないかと思うのです。
デザインの世界で、「普通」を創造することほど難しいことはないように思います。
例えば、スティーブジョブズのiphoneのデザインは、今ではあたりまえのようになってい
ますが、そこには、スティーブジョブズの魂が込められているわけです。
シンプルイズビューティフルの真骨頂と言えますね。

ですから、建築意匠を志す人は、とにかく「美しい」ものを見て歩きましょう。
それは、写真ではなく、実物を見ることが大事です。
魂の目で本物を見る。それが、心の目を育てることになると思います。
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最後に、建築家小川晋一先生の建築物を示しておきます。
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また、建築家土井准教授の作品も掲載しておきます。

小川先生も、土井先生も、中国地方に多くの建築作品があるので、ぜひ見に行ってく
ださい。
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今回は、このレポート課題にしたがって、レポートを作成してください。

また、資料２に有名な日本の建築家をリストアップしていますので、建築家の名前を憶
えてください。
そして、有名な建築家の作品をできる限りたくさん見て、「心の目」を鍛えてください。

以上で、第３回目の授業を終了します。
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